
一部が欠けた回転楕円体の表面積の求め方

楕円体の方程式

一部が欠けた楕円体の表面積
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XZ面の楕円の方程式（y=0）
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一部が欠けた楕円体の体積
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a=c すなわち一部が欠けた球の表面積の場合は、
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複素数体系では、a>cでも上記式で求まるが、
実数体系での計算式は下記になります。
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実数体系 c>aの条件

実数体系 a>cの条件

2013. 1. 9. 計算公式の導き方
2013. 2. 6.  実数体系a>cでの計算式追加
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